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人権啓発シリーズ

子どもの人権 ～健やかな成長と笑顔を、
　地域みんなで守るために～

家族の一員として尊重
　子どもは大人と同様の人権を持つ一
人の人間です。頭ごなしに否定し、大
人のルールに無理矢理のせるのではな
く、子ども自身の主体性や考えも尊重
しましょう。親は『しつけ』のつもりでも、
子どもの心身に有害であれば虐待にな
ります。それは将来の健やかな成長や
人格形成に悪影響を及ぼしかねません。
虐待には暴力に限らず、食事を与えな
い、病気やケガを放置するなど、親と
しての監護を怠る『ネグレクト』や『心
理的虐待』、『性的虐待』も含まれます。

地域での見守り・支援
　虐待は、家庭内という密室で行
われることが多く、発見が困難で
す。周囲に様子がおかしい、虐
待の疑いがある子どもを発見した
ら、迷わずに市町村の窓口や児童
相談所に相談してください。あな
たの相談が、子どもを救うきっか
けとなります。子どもが発してい
るＳＯＳのサインに気づき、地域
全体で見守り、助け合い、子ども
たちの笑顔を共に守り育んでいき
ましょう。
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　気候にもよりますが、ふれあいの里公園
内の『花菖蒲園』は、５月中旬から咲き始め、
下旬から６月はじめにかけて満開となり見
頃を迎えます。広報紙の発行時にお知らせ
できないことが残念です。
　癒しスポットとして、来年出掛けてみま
せんか？とてもきれいです！

『花菖蒲はご覧になりましたか？』

31　2016.６ 広報おおさき


